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教科 
工業科 
(電気系) 

科目 
電気技術実習 
（制御） 

単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 電気実習Ⅲ（本校編集） 

副教材等  

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 自動制御は産業界や社会生活、特に工場（生産現場）においては無くてはならない電気技術の一

つであり、その構造や動作原理の理解は大変重要です。工場ではその現場に応じた自動制御に関す

る最適な制御方法の選定を行う必要があり種々の検討を行うことが必要になります。 

 無接点シーケンス制御（PLC：Programmable Logic Controller）においては GOT（Graphic 

Operation terminal）や PLC、エレベーター模擬装置、ベルトコンベアーを用いて２年生で学習

した内容をより発展させた形でラダー図の作成し、信号制御、エレベーター制御、ベルトコンベア

ー制御の方法を学習する。 

 

 

2 学習の到達目標 

自動制御の中で PLC を利用することで無接点シーケンス制御に関する知識、技術を学習し、社

会で実際に活用できる態度を育てる。 

 

 

3 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自動制御に関する基

本動作について関心

をもち、その技術の習

得をめざして主体的

に取り組もうとする

とともに、実践的な態

度を身に付けている。 

自動制御に関する課

題の解決をめざして

思考を深め、基礎的・

基本的な知識と技術

を基に、技術者として

適切に判断し、表現す

る創造的な能力を身

に付けている。 

自動制御の各分野に

関する基礎的・基本

的な技術を身に付

け、環境に配慮し、

自動制御に関する諸

活動を合理的に計画

し、その技術を適切

に活用している。 

自動制御の各分野に

関する基礎的・基本

的な知識を身に付

け、現代社会におけ

る工業の意義や役割

を理解している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察、 

ノート・レポートの記

述、発表等 

学習状況の観察、 

ノート・レポートの記

述、発表、発言等 

学習状況の観察、 

作業状況の観察等 

 

学習状況の観察、 

ノート・レポートの

記述、発表、発言等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



4 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

コ
ン
ベ
ア
制
御 

 
 
 

 
 

 
 
 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
制
御 

      

（
メ
ー
ク
接
点
・
ブ
レ
ー
ク
接
点

と
ラ
ン
プ
制
御
） 

 

○自己保持、タイマー、イ

ンターロック回路等を利用

してモーターの制御２ 

 

○模擬ベルトコンベアー実

習装置を利用したベルト

コンベアー制御 

○ 
 
 
 
 
 
○ 

○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 

○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 

○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 

a:ラダー図と各接点の動き

とが関連付けできている。 

b:制御動作について適切な

ラダー図を用いて作業しよ

うとしている。 

c:ラダー図に従いプログラ

ムすることができる。 

d:ベルトコンベアー実習装
置を用いてラダー図に示さ
れた動作を確認することが
できる。 

学習状況

の観察、 

ノート・レ
ポートの
記述、発
表、発言等 

前
期 

後
期 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
制
御 

 
 
 

 
 
 
 

 

信
号
制
御 

      

（
メ
ー
ク
接
点
・
ブ
レ
ー
ク
接
点
と
ラ
ン
プ
制
御
） 

 

信
号
機
制
御 

  

 

○自己保持、タイマー、イ

ンターロック回路等を利用

してモーターの制御１ 

 

 

○模擬エレベーター実習装

置を利用したエレベータ

ー制御 

○ 
 
 
 
 
 
 
 
○ 

○ 
 
 
 
 
 
 
 
○ 

○ 
 
 
 
 
 
 
 
○ 

○ 
 
 
 
 
 
 
 
○ 

a:ラダー図と各接点の動き

とが関連付けできている。 

b:制御動作について適切な

ラダー図を用いて作業しよ

うとしている。 

c:ラダー図に従いプログラ

ムすることができる。 

d:模擬エレベーター実習装
置を用いてラダー図に示さ
れた動作を確認することが
できる。 

学習状況

の観察、 

ノート・レ
ポートの
記述、発
表、発言等 

○自己保持、タイマー、イ

ンターロック回路等を利用

してランプ負荷の制御 

 

○タッチパネル上に模擬信

号を作成し動作を制御 

○ 
 
 
 
 
 
○ 

○ 
 
 
 
 
 
○ 

○ 
 
 
 
 
 
○ 

○ 
 
 
 
 
 
○ 

a:ラダー図と各接点の動き

とが関連付けできている。 

b:制御動作について適切な

ラダー図を用いて作業しよ

うとしている。 

c:ラダー図に従いプログラ

ムすることができる。また、

ＧＯＴの設定ができる。 

d: ＧＯＴを用いてラダー

図に示された動作を確認す

ることができる。 

学習状況

の観察、 

ノート・レ
ポートの
記述、発
表、発言等 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小

単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）につ

いて○を付けている。 


